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「リョービ社会貢献基金」より助成金 
 
「伝書鳩」は、「NPO法人 リョービ社会貢献基金」より 2006年に初めて助成を頂
きました。その後、幸せなことに連続で助成金を受け、今年も４月に頂くことができ

ました。府中市社協の推薦をいただき、他のボランティアグループも含め、今年は６

団体が助成を受けました。４年連続で助成を受けられたのも伝書鳩の活動を認めてい

ただけたからこそと、嬉しい限りです。 
今年は、機材の購入と研修会への参加費用の補助を申請しました。 
これまで同基金の助成金でサークルのパソコンをいくつか購入することができ、パ

ソコン要約筆記を進めてくることができました。今年は小型プロジェクターの購入を

予定しています。 
また、会員のレベルアップのためにかかせない各研修会へ参加するためには費用も

かかります。交通費は個人負担になることが多いのですが、少しでもそれを減らすた

めにも助成金を使わせてもらっています。 
年度末には活動報告などしなくてはいけませんが、こういった助成金制度があるこ

とは大変ありがたいことですし、しっかり活用させていただきたいと思います。 
（「伝書鳩」事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（写真は、「府中ニュース速報」より提供いただきました。） 
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お花見で楽しいひととき 
 
「伝書鳩」では、例年「府中市中途失聴者難聴者協会」と合同でお花見を開催して

います。去る４月４日、府中市からほど近い福山市新市町の名所、吉備津神社に、参

加者９名が集まりました。ところが、当日はあいにくの空模様。雨がしとしと降るな

か、神社の会館をお借りして、室内での交流会となりました。 
 
まずは乾杯でお花見弁当を楽しみましたが、サークルメンバーのかたわらには、ペ

ンや紙、ホワイトボードといった各々の要約筆記道具が準備されています。サークル

に入会したばかりの頃は、先輩方に教えられて準備していましたが、いつの間にか、

会話のあるところで自然とペンを手にする習慣がつい

てきたように思います。 
食事を楽しんだ後は、恒例のレクレーションタイム。

「伝書鳩」の交流会で必ず登場するのが皿回しゲーム

です。必死にチャレンジするメンバーの姿に笑いが起

き、器用に回転させるメンバーの姿に喝采が起きまし

た。続いて誰かが、空き缶を的にしてグランドゴルフ

のボールを転がすゲームを考案。急きょ室内での交流

会となりましたが、即席ながら楽しいゲームに興じま

した。 
 

その後、依然として雨でしたが、一同はせ

っかくの桜も見物しようと傘を片手に境内を

散策することにしました。このとき私が手に

持っていたのは携帯用の小さなホワイトボー

ド。小型で軽いホワイトボードは、移動時の

要約筆記では大変便利ですが、水で濡れると

文字がにじんで見えなくなります。雨天での

移動も考えた道具を持ち出さず失敗しました

が、難聴者の方にティッシュを差し出され、

水滴をすぐにふき取れる配慮をもらったこと

に、とても助かりました。 
定例会での道具が整った環境と違って、外

出して移動をともなう行事では、状況に応じ

て次の行動やその場で必要なことが変わって

きます。そういった変化にも、ひとりひとり

の心がけや仲間の協力をもって、今後も楽し

い行事を続けていければと思います。（「伝書鳩」川原峰子） 

「伝書鳩」恒例の皿回し披露 
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ある日の養成講座の様子 

「伝書鳩」に入会して思うこと 
 
一昨年の７月。定年まであと１年９カ月というときに、私は知人に勧められて、府

中市の要約筆記奉仕員養成講座に参加した。 
要約筆記を勉強することによって、多少なりとも社会に貢献できるし、かつ、仕事

にも役立つのでは、との軽い気持ちであった。 
 
週１回の養成講座は、非常に楽しかった。先

輩方の的確で親切な指導と、同期研修生同士の

励まし合いもあって４カ月があっという間に

すぎ、「要約筆記」の概要が自分なりに理解で

きたような気がした。 
そして、その年の 11 月、深く考えることな
く府中市要約筆記サークル「伝書鳩」に入会し

たのである。 
まあ、そこまでは良かった。 
 
ところが、勉強を重ねていくうちに、心に迷いが生じ始めた。要約筆記の三原則で

ある「速く」「正しく」「読みやすく」が思うようにできない。 
「速く」書こうと思えば、字が躍る。「正しく」書こうと思えば、筆が進まない。「読

みやすく」書こうと思えば、聞いたことが逃げていく・・・。 
何度実習を重ねても上達しない。先輩たちに追いつくどころか、その背中がどんど

ん遠ざかる。先輩たちの偉大さを痛切に感じる。焦る。あせる。これじゃあ、難聴者

のお役に立てないや・・・。 
「六十の手習い」に対する後悔が芽を吹く。要約筆記を甘くみていた。限界かな？ 
 
しかし、今年３月に会社を定年退職して、考え方を変えた。今では次のことを自分

の心に強く言い聞かせている。 
焦っても仕方がないよ。後退しないだけでもいいじゃないか！少しずつ、少しずつ。 
すぐに難聴者のお役に立てなくても、先輩たちの後押しや手伝いくらいはできるだ

ろう。サークル内のふれあいも楽しいじゃないか。 
『これも立派なボランティアだよ！』と。 
（「伝書鳩」毛利昌弘） 




